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最終濃度 8%のトリクロロ酢酸 (TCA) 水溶液を用いる手法を開発した。コメ粉に加水、一定温度一定時間で
保温後、TCA で酵素反応を停止、ろ過して得られた溶液をアミノ酸アナライザーで分析した結果、遊離アミ





最初に、GABA蓄積の条件を検討した。コメの中の GABAは、至適 pH 5.5、至適温度 30～40 ℃で、水浸
漬後 48 時間後まで連続的に増加蓄積した。玄米では、4 時間で 12.36 mg/100 g に到達、生理効果のでる 20 
mg/day 摂取は容易に可能と予想された。特に胚芽には大量の GABA (300 mg/100 g以上)を蓄積させることが
可能であった。油分の多い胚芽は保存性を高めるために脱脂が必要となったが、n-ヘキサンを用いることで、



















               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、コメにおける機能性物質である 4-アミノ酪酸 (GABA)を増量する方法を見出し、実用化に結びつ
けた研究である。コメの GABA蓄積の条件を検討した結果、至適 pHならびに至適温度条件を確立し、とくに
胚芽で多く GABA を蓄積させることを明らかにした。脱脂したコメ胚芽を用いてサプリメントを試作し、高
血圧患者に経口投与しうることで高血圧を抑制するだけでなく精神安定作用のあることも見出した。本研究成
果が基になり、種々の健康補助食品が販売されたことも注目に値する。一方で、GABAのストレス低減効果を
利用したコメ飼料素材の開発を目指し、乳酸菌による発酵を利用して高含量の GABA を蓄積したコメ飼料素
材の開発に成功し、これを仔豚に与えることで下痢発生率の低下を導いた。以上のように水に漬けるだけでコ
メの中の GABA を増量させることを発見したこと、また飼料米にも応用することができたことは評価に値す
る。発芽玄米などが商品化された基礎となる研究成果でもあることから、生命産業科学分野に大いに寄与した
ものと思われる。 
 
 
平成28年 1月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
